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∫ 2．5％＼ 採択域 多5％
2．719．028図自由度9の両側検定 π2
を得る。κ2置18．4であるかから、8図のように
2．7＜λ12＝18．4＜19．02
となる。ゆえに、帰無仮設Hoを棄却するわけにはいかない。今年の巨峰
の重さの散らばりは、平年とかわらない、と考えられる。
一方、この例題において、x2のところは、次のように計算しておいて
もよい。
れ辞＝Σ（瓦一郵＝（35・一354ア＋（38・一354デ＋・一＋（35・一354ア＝184・＝184
nS2＝10×184＝1840
したがって、（5）式にそれぞれを代入すると、
2nS210×184κ一一7＝一18・4σ100となって、同じ計算結果になることが確認できる。以上のようになり、標本分散S2が100よりもかなり大きい値になるので
帰無仮説H。が棄却されそうであるけれども意外と検定では帰無仮説は採
択される結果となるのである。
また、例題5において、もし、ブドウの平年作における母平均μは350
であると問題設定をしてみよう。この場合、（7）式からκ2の値を求める
と、
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κ2＝1／100［（350－350）2＋（380－350）2＋……＋（350－350）2］一20
となる。したがって、この設定の場合、自由度は母平均が既知なのでφ＝
％となるし、自由度10のπ2分布において、有意水準5％であるから、左右
に均等に確率を2，5％ずつとると、κ2分布表からの境界値はそれぞれ20．5
と3．25であることがわかる。したがって、
垢．975－325＜κ2ニ20＜垢．。25＝20・5
となり、κ2はほんのすこし右境界値よりも小さいのでかろうじて、採択
域に入っている。したがって、帰無仮説はHoを棄却するわけにはいかな
いo
さらに、この例題において、今年の重さの分散は、100よりも大きくなっ
ているのではないか、ということに注目して対立仮説を100よりも大きい
と設定してみよう。この場合、右片側検定となるので、対立仮説がσ2＞
100となる。このように考えると、この問題は収穫物の巨峰の重さの分散
が平年よりも大きくなったのではないかということを意味する。そして、
右片側検定なので有意水準αを右側に5％分の確率を切り取るX2値の境
界値を、自由度10のπ2分布表よりみつけると、
π2（9，0．05）＝16．92
であるから、
κ2－20＞κ2（9，0．05）一16．92
となるので、帰無仮説H。を棄却する。すなわち、今年の巨峰の分散は平
年よりも大きいといえる。
上記のように、問題設定の仕方、たとえば母平均既知なのか未知なの
か、両側検定か片側検定か、などによって、検定の結論が変わってくるこ
とがある。特に、κ2検定値と境界値がかなり接近している場合など、有意
水準の大きさのとり方、棄却域の大きさや取り方によって、推定や検定の
結論が変わってくるのである。
例題6．あるメーカーのある製品の重量の散らばりが0．01以下として管
一229一
沖津直
理されているとしよう。製品の中から無作為に10個を検査したところ、
分散が0．015であった。品質管理が適正に行われているかどうかを有意水
準5％で検定してみよう。この場合、分散が規定の0．01よりも大きいので
???
いかに注目して、次のような右片側検定を設定したとする。
Ho：σ2＝0，01
H1：σ2＞0．01
（5）式の検定統計量は、自由度9のκ2分布において棄却域を右片側
にとるので
κ2ニ9xO．015／0．01－13．5
自由度9の有意水準5％に対応する境界値は、16．92であるから、両者
の大小を比較すると
κ2－13．5＜κ2（9，0．05）ニ16．92
∫ 5％≦
13．516．92κ29図自由度9の右片側検定
となるので、帰無仮説Hoを棄却するわけにはいかない。したがって、有
意水準5％で、品質管理がうまくいっていないということはない。
この例題6で、ある製品の代わりにいろいろな具体的な商品名を入れれ
ばそれらの製造過程での品質管理であれ、商品の規定重量が保証されてい
るかどうかの消費者問題であれ、いろいろな分散の検定問題にも応用でき
るのである。
ちなみに、2組の母集団よりそれぞれ抽出した2組の標本について、そ
れらが属する母集団の2つの分散の間に差異があるかどうかの検定につい
てはF検定の等分散の検定のところで扱われる。
以上のように、κ2分布の定義やそれの利用、使い方について述べてき
一230一
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たのであるが、κ2分布を利用するに際して、注意しておくことは、まず推
測統計における推定、検定において、母分散σ2が既知の場合、（8）式のκ2
nV2一二五一は自由度％のκ2分布に従う。ところが・母分散σ2が未知の場合・
σnS2（5）式のx2＝ニァは自由度％一1のκ2分布に従うことをはっきり区別して認識しておくことである。
つぎに、カイニ乗分布を使って区間推定、検定の問題を扱う場合、デー
タが例題4や例題5のように観測値のままで示されている場合、κ2値の
計算式は母平均μが既知の場合（8）式、母平均が未知の場合（5）式が
使われる。それから、例題5や例題6のような検定において、母平均が既
知か未知かによって、両側検定か片側検定かによって棄却域の取り方が異
なってくるし、有意水準を大きくしたり小さくしたりすることによって、
仮説検定の結果が変わってくることがあるので注意しておこう。また、母
分散の区間推定をする場合、母平均が既知の場合は（10）式を、母平均
が未知の場合は（11）式を用いる。
本稿はκ2分布を使った母集団の母数の1つである分散を推測するパラ
メトリックの場合である。母集団の分布の型そのものを推測するノンパラ
メトリックの場合については、同論集の第23巻第2号のカイニ乗検定で
扱われている。
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付表
X2分布 表
例 自由度がφニ10のときP［κ2＞15．99］一．10
10％ofarea
0 15．99 κ2
試
12345678910
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
40
50
60
70
80
90
100
る
．995
0．04393
0．0100
0．0717
0．207
0．412
0．676
0．989
1．344
1．735
2．16
2．60
3．07
3、57
4．07
4、60
5．14
5．70
6．26
6．84
7．43
8．03
8．64
9．26
9．89
10．52
11．16
11．81
12．46
13．12
13．79
20．7
28．0
35．5
43．3
51．2
59．2
67．3
－2．58
．99
0．03157
0．0201
0．115
0．297
0．554
0．872
1．239
1．646
2．09
2．56
3．05
3．57
4．11
4．66
5．23
5．81
6．41
7．01
7．63
8．26
8．90
9．54
10．20
10．86
11，52
12，20
12，88
13．56
14、26
14．95
22．2
29，7
37．5
45．4
53．5
61．8
70．1
－2．33
，975
0．02982
0．0506
0．216
0．484
0．831
1．237
1．690
2．18
2．70
3．25
3．82
4．40
5．01
5．63
6．26
6．91
7．56
8．23
8．91
9，59
10．28
10．98
11．69
12、40
13．12
13．84
14．57
15．31
16．05
16．79
24．4
32．4
40．5
48．8
57．2
65．6
74．2
－1．96
．95
0．023
0．103
0．352
0．711
1．145
1．635
2．17
2．73
3．33
3．94
4．57
5．23
5．89
6．57
7．26
7．96
8．67
9．39
10．12
10．85
11，59
12，34
13，09
13、85
14．61
15．38
16．15
16．93
17．71
18．49
26．5
34．8
43．2
51．7
60．4
69．1
77．9
－1．64
．90
0．0158
0，211
0、584
1．064
1、610
2．20
2．83
3．49
4．17
4．87
5．58
6．30
7．04
7．79
8．55
9．31
10．09
10．86
11．65
12．44
13．24
14．04
14．85
15．66
16．47
17．29
18，11
18．94
19．77
20．6
29．1
37．7
46．5
55．3
64．3
73．3
82．4
－1．28
．75
0．102
0．575
1．213
1．923
2．67
3．45
4，25
5．07
5．90
6．74
7．58
8．44
9、30
10．17
11．04
11．91
12．79
13．68
14．56
15．45
16．34
17．24
18．14
19．04
19．94
20．8
21．7
22．7
23．6
24．5
33．7
42．9
52．3
61．7
71．1
80．6
90．1
－0．674
．50
0、455
1、386
2．37
3．36
4．35
5．35
6．35
7．34
8．34
9．34
10．34
11．34
12．34
13．34
14．34
15．34
16．34
17．34
18．34
19．34
20．3
21．3
22，3
23、3
24、3
25．3
26，3
27．3
28．3
29．3
39．3
49．3
59．3
69．3
79．3
89．3
99．3
0．000
．25
1．323
2．774．115．396，63
7．849．0410．22
1L39
12．55
13．70
14．85
15．98
17．12
18．25
19．37
20．5
21．6
22．7
23．8
24．9
26．0
27．1
28、2
29，3
30，4
31，5
32．6
33．7
34．8
45．6
56．3
67．0
77．6
88．1
98．6
109．1
0．674
．10
2．714．616．257．789．24
10．64
12．02
13．36
14．68
15．99
17．28
18．55
19．81
21．1
22．3
23．5
24，8
26，0
27、2
28，4
29．6
30，8
32．0
33．2
34．4
35．6
36．7
37．9
39．1
40．3
51．8
63．2
74，4
85．5
96、6
107．6
118．5
1．282
，05
3．845．997．819．4911．07
12．59
14．07
15．51
16．92
18．31
19．68
21．0
22．4
23．7
25．0
26，3
27，6
28、9
30．1
31．4
32．7
33．9
35．2
36．4
37．7
38．9
40．1
41．3
42．6
43．8
55，8
67，5
79．1
90．5
101．9
113．1
124．3
1．645
．025
5．027、389．3511、14
12．83
14．45
16．01
17．53
19．02
20．5
21．9
23．3
24．7
26．1
27．5
28．8
30、2
31．5
32．9
34，2
35．5
36．8
38．1
39．4
40．6
41．9
43．2
44．5
45．7
47．0
59，3
71，4
83．3
95，0
106．6
118．1
129．6
1．960
．01
6．639．2111．34
13．28
15．09
16．81
18．48
20．1
21．7
23．2
24．7
26．2
27．7
29．1
30．6
32、0
33，4
34．8
36．2
37．6
38．9
40．3
41．6
43．0
44．3
45．6
47．0
48．3
49，6
50．9
63．7
76．2
88．4
100．4
112．3
124．1
135．8
2．33
．005
7、8810、60
12，84
14．86
16．75
18．55
20．3
22．0
23．6
25．2
26．8
28．3
29．8
31．3
32．8
34，3
35．7
37，2
38，6
40．0
41．4
42．8
44．2
45．6
46．9
48．3
49．6
51，0
52、3
53，7
66．8
79．5
92．0
104．2
116．3
128．3
140．2
2．58
弘
12345678910
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
40
50
60
70
80
90
100
る
〔注〕 φ＞100のときは、κ2二圭（ゐ＋π二丁）2とする．るは、有意水準αに
対応する基準化された正規偏差であり、表の最下欄に示してある。
（本学経営学部教授）
一232一
